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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 1,034 106.7 △44 － △50 － △54 －

2022年３月期第３四半期 500 13.9 △89 － △96 － △20 －

（注）包括利益 2023年３月期第３四半期 △55百万円（－％） 2022年３月期第３四半期 △20百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 △1.03 －

2022年３月期第３四半期 △0.49 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 5,951 4,527 76.1

2022年３月期 6,099 4,582 75.1

（参考）自己資本 2023年３月期第３四半期 4,527百万円 2022年３月期 4,582百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － － － 0.00 0.00

2023年３月期 － － －

2023年３月期（予想） 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,846 145.8 231 － 207 － 123 － 2.32

１．2023年３月期第３四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期３Ｑ 52,932,733株 2022年３月期 52,932,733株

②  期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 16,786株 2022年３月期 16,786株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 52,915,947株 2022年３月期３Ｑ 42,711,947株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が収束には至っていないも

のの、行動制限の解除や感染症危機における体制強化の推進により持ち直しの気運が高まっております。しかしな

がら、世界的な資源価格の高騰、急激な円安の進行による物価の高騰などにより、先行きは不透明な状況が続いて

おります。

　このような状況のもと、当社グループの主力である温浴事業では、東京都新宿区歌舞伎町にて事業展開する温浴

施設「テルマー湯　新宿店」におきまして、本年１月から従来の24時間営業を再開したことにより、徐々に入館者

数も回復し当第３四半期連結累計期間の入館者数は前年同四半期と比べ104.6％増加し、23万８千９百人となりまし

た。集客活動といたしましては、施設屋上を改装した「ルーフトップスポーツバー＆フィットネス」を４月から新

たに開始いたしました。これは、岩盤浴をご利用のお客様に対し40台以上のフィットネスマシンや220インチ大型Ｌ

ＥＤビジョンなどが設置された施設をご利用いただけるサービスであります。そのほか、近年ブームとなっている

サウナに関するイベントにも引き続き注力したほか、女性のお客様をターゲットにしたキャンペーンを実施し、女

性客増加にも注力いたしました。

また、埼玉県比企郡滑川町に新たに「グランピング♨テルマー湯　滑川店」が９月にグランドオープンいたしま

した。都心で展開する「新宿店」とは違ったコンセプトで、ファミリー層などを取り込む施設となっており、郊外

の広い敷地を生かし、温浴施設とグランピング施設のコラボレーションで相乗効果を図る施設となっております。

近年ブームとなっているグランピング施設の運営に関しましては、好調なスタートとなりましたが、温浴施設の入

館者数が伸び悩み両施設を合算した滑川店としては赤字スタートとなりました。加えて、滑川店の初期投資費用を

計上しているため温浴事業全体として利益の減少要因となりました。その結果、温浴事業の売上高は前年同四半期

に比べ123.0％増加し1,000,766千円、営業利益は45,555千円（前年同四半期は営業損失21,038千円）となりまし

た。

　不動産事業では、東京都港区西麻布に所有するビルの住居部分の賃貸収益につきまして、継続して安定した収入

を得ることができました。しかしながら、前連結会計年度までテナントへの賃貸物件として活用していた部分に関

しましては、現在、都心型サウナ・スパ施設へ改装中のため、不動産事業の賃貸収益といたしましては減少の要因

となっております。その結果、売上高は前年同四半期に比べ35.2％減少し33,289千円、営業損失は3,346千円（前年

同四半期は営業利益13,420千円）となりました。

以上の結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高は前年同四半期に比

べ106.7％増加し1,034,055千円となりました。営業損失は44,659千円（前年同四半期は営業損失89,351千円）、経

常損失は50,171千円（前年同四半期は経常損失96,090千円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は54,572千円

（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失20,768千円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金の減少などにより前連結会計年度末と比較して148,569千

円減少し、5,951,323千円となりました。負債は、未払法人税等の減少などにより前連結会計年度末と比較して

92,843千円減少し、1,424,233千円となりました。純資産は、利益剰余金の減少などにより前連結会計年度末と比較

して55,726千円減少し、4,527,089千円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年５月12日に公表しました連結業績予想から修正は行っておりません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,931,013 868,540

売掛金 42,466 79,657

商品 107 1,555

貯蔵品 149 1,471

その他 11,546 70,261

貸倒引当金 △2,541 △2,448

流動資産合計 1,982,742 1,019,038

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,841,375 1,894,512

機械装置及び運搬具（純額） 50,045 74,610

工具、器具及び備品（純額） 23,287 48,675

土地 1,834,794 1,834,794

建設仮勘定 114,312 808,507

有形固定資産合計 3,863,814 4,661,100

無形固定資産

借地権 85,248 96,149

ソフトウエア 185 3,612

電話加入権 1,528 1,528

その他 － 2,620

無形固定資産合計 86,962 103,910

投資その他の資産

投資有価証券 600 600

その他 172,922 168,885

貸倒引当金 △7,148 △2,211

投資その他の資産合計 166,373 167,273

固定資産合計 4,117,150 4,932,284

資産合計 6,099,893 5,951,323

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 3 -

エコナックホールディングス株式会社(3521)　2023年3月期 第3四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 20,788 39,078

１年内返済予定の長期借入金 118,404 146,568

未払金 30,280 55,702

未払法人税等 63,472 6,665

契約負債 4,835 6,795

前受金 2,764 4,239

賞与引当金 1,437 1,532

株主優待引当金 1,081 591

その他 35,213 51,616

流動負債合計 278,278 312,790

固定負債

長期借入金 939,796 834,364

繰延税金負債 44,099 45,032

再評価に係る繰延税金負債 8,899 10,052

資産除去債務 204,111 218,401

長期預り金 41,892 3,593

固定負債合計 1,238,798 1,111,443

負債合計 1,517,077 1,424,233

純資産の部

株主資本

資本金 543,874 100,000

資本剰余金 3,791,435 4,235,309

利益剰余金 229,578 175,005

自己株式 △2,235 △2,235

株主資本合計 4,562,652 4,508,079

その他の包括利益累計額

土地再評価差額金 20,163 19,010

その他の包括利益累計額合計 20,163 19,010

純資産合計 4,582,816 4,527,089

負債純資産合計 6,099,893 5,951,323
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日)

売上高 500,219 1,034,055

売上原価 483,349 928,634

売上総利益 16,870 105,421

販売費及び一般管理費 106,221 150,080

営業損失（△） △89,351 △44,659

営業外収益

受取利息 5 8

奨励金収入 － 1,000

受取手数料 428 1,335

固定資産賃貸料 384 384

還付消費税等 1,324 －

その他 444 385

営業外収益合計 2,587 3,113

営業外費用

支払利息 9,160 7,932

その他 167 693

営業外費用合計 9,327 8,626

経常損失（△） △96,090 △50,171

特別利益

補助金収入 9,176 5,899

受取和解金 116,555 －

特別利益合計 125,732 5,899

特別損失

新型コロナウイルス感染症対応による損失 32,909 －

固定資産除却損 0 －

特別損失合計 32,909 －

税金等調整前四半期純損失（△） △3,268 △44,271

法人税、住民税及び事業税 21,682 9,368

法人税等還付税額 △2,041 －

法人税等調整額 △2,140 932

法人税等合計 17,499 10,300

四半期純損失（△） △20,768 △54,572

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △20,768 △54,572

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日)

四半期純損失（△） △20,768 △54,572

その他の包括利益

土地再評価差額金 － △1,153

その他の包括利益合計 － △1,153

四半期包括利益 △20,768 △55,726

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △20,768 △55,726

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2022年６月29日開催の定時株主総会決議に基づき、2022年８月２日付で減資の効力が発生し資本金

443,874千円を減少し、その全額をその他資本剰余金へ振り替えております。

　この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金が100,000千円、資本剰余金が4,235,309千円となってお

ります。

　なお、株主資本の合計金額への影響はありません。

（追加情報）

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

　当社及び連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行しております。

これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通算制度を適用す

る場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。以下「実務対応報告第42号」

という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告第42号の適用に伴う会計

方針の変更による影響はないものとみなしております。
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